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六六  

手手
話話
をを
獲獲
得得
すす
るる
機機
会会
のの
確確
保保
等等  

  

県
は
、
市
町
村
そ
の
他
の
関
係
機

関
と
連
携
し
、
聴
覚
障
が
い
の
あ
る

人
が
乳
幼
児
期
か
ら
そ
の
家
族
等

と
と
も
に
手
話
を
獲
得
し
、
又
は
習

得
す
る
機
会
を
確
保
す
る
よ
う
努

め
る
も
の
と
す
る
。 

 

七七  

手手
話話
をを
学学
ぶぶ
機機
会会
のの
確確
保保  

県
は
、
県
民
が
手
話
を
学
ぶ
機
会

を
確
保
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と

す
る
。 

県
は
、
そ
の
職
員
が
手
話
に
対
す

る
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
手
話
を
学
ぶ
機
会
の
確
保
を

図
る
も
の
と
す
る
。 

  

八八  

手手
話話
をを
用用
いい
たた
情情
報報
発発
信信  

  

県
は
、
ろ
う
者
が
県
政
に
関
す
る

情
報
を
速
や
か
に
取
得
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
必
要
に
応
じ
て
、
情

報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
手
話
を
用

い
て
情
報
発
信
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

     

九九  

手手
話話
通通
訳訳
者者
のの
確確
保保
、、
養養
成成
等等  

 

県
は
、
ろ
う
者
が
手
話
通
訳
者
の

派
遣
等
意
思
疎
通
を
図
る
た
め
の

支
援
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
市
町
村

そ
の
他
の
関
係
機
関
と
連
携
し
て
、

手
話
通
訳
者
及
び
そ
の
指
導
者
の

確
保
、
養
成
並
び
に
手
話
技
術
及
び

専
門
性
の
向
上
に
対
す
る
支
援
に

努
め
る
も
の
と
す
る
。 

 

十十  

学学
校校
にに
おお
けけ
るる
手手
話話
のの
普普
及及  

聴
覚
障
が
い
の
あ
る
児
童
等
が
通

学
す
る
学
校
の
設
置
者
は
、
聴
覚
障

が
い
の
あ
る
児
童
等
が
手
話
を
学
び
、

か
つ
、
手
話
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
教
職
員
の
手
話
の
習
得
及
び

習
得
し
た
手
話
に
関
す
る
技
術
の
向

上
の
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る

よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

聴
覚
障
が
い
の
あ
る
児
童
等
が

通
学
す
る
学
校
の
設
置
者
は
、
聴
覚

障
が
い
の
あ
る
児
童
等
及
び
そ
の

家
族
等
に
対
す
る
手
話
に
関
す
る

学
習
の
機
会
の
提
供
並
び
に
教
育

に
関
す
る
相
談
及
び
支
援
に
関
す

る
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
も

の
と
す
る
。 

  

十十
一一  

相相
談談
支支
援援
のの
取取
組組  

  

県
は
、
市
町
村
そ
の
他
の
関
係
機

関
と
連
携
し
て
、
聴
覚
障
が
い
の
あ

る
人
及
び
そ
の
家
族
等
に
対
し
て
、

乳
幼
児
期
か
ら
の
切
れ
目
な
い
相

談
支
援
体
制
の
整
備
を
図
る
も
の

と
す
る
。 

 

十十
二二  

事事
業業
者者
へへ
のの
支支
援援  

 

県
は
、
事
業
者
が
行
う
第
七
条
の

取
組
に
対
し
て
、
情
報
の
提
供
そ
の

他
の
必
要
な
支
援
を
行
う
よ
う
努

め
る
も
の
と
す
る
。 

 

十十
三三  

手手
話話
にに
関関
すす
るる
調調
査査
研研
究究
等等

へへ
のの
協協
力力  

 

県
は
、
ろ
う
者
、
手
話
通
訳
者
等

が
手
話
の
発
展
に
資
す
る
た
め
に

行
う
手
話
に
関
す
る
調
査
研
究
及

び
そ
の
成
果
の
普
及
に
協
力
す
る

も
の
と
す
る
。 

    

十十
四四  
災災
害害
時時
にに
おお
けけ
るる
措措
置置  

  

県
は
、
災
害
そ
の
他
の
非
常
事
態

に
お
い
て
、
ろ
う
者
が
必
要
な
情
報

を
迅
速
か
つ
的
確
に
取
得
し
、
円
滑

に
意
思
疎
通
を
図
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
市
町
村
そ
の
他
の
関
係
機

関
と
連
携
し
て
、
必
要
な
措
置
を
講

ず
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

 

十十
五五  

財財
政政
上上
のの
措措
置置  

 

県
は
、
手
話
に
関
す
る
施
策
を
推

進
す
る
た
め
、
必
要
な
財
政
上
の
措

置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
も
の
と

す
る
。 

 

施施
行行
期期
日日  

 

こ
の
条
例
は
、
令
和
五
年
四
月
一

日
か
ら
施
行
す
る
。 
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こ
の
条
例
は
、
令
和
五
年
四
月
一

日
か
ら
施
行
す
る
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福
岡
県
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
タ
レ
ン
ト
発

掘
・
育
成
事
業
「
フ
ク
オ
カ
・
パ
ラ
ス
タ

ー
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
Ｆ  

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
）
」

は
、
県
が
平
成
16
年
度
か
ら
全
国
に
先

駆
け
て
実
施
し
て
い
る
「
福
岡
県
タ
レ

ン
ト
発
掘
事
業
」
の
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
版

と
し
て
、
障
が
い
の
あ
る
方
を
対
象
に

本
県
か
ら
世
界
で
活
躍
す
る
パ
ラ
ア
ス

リ
ー
ト
を
発
掘
し
、
育
成
す
る
こ
と
を

目
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
度
、
発
掘
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、

小
学
校
６
年
生
以
上
の
障
が
い
の
あ
る

方
を
対
象
に
、
測
定
会
（
１
次
選
考
）

と
、
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
の
指
導
者
と
出
会

う
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。 

パ
ラ
ア
ス
リ
ー
ト
を
目
指
す
皆
様
の

ご
参
加
を
ぜ
ひ
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

※
測
定
会
の
日
時
・
会
場
は
、
下
記
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
（
令
和
５
年
度
フ
ク
オ
カ
・

パ
ラ
ス
タ
ー
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
Ｆ  

  
  

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
）
参
加
申
込
書
）
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。 

 ■

申
込
方
法 

左
記
Ｕ
Ｒ
Ｌ
ま
た
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か

ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

【
Ｕ
Ｒ
Ｌ
】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

h
t
t
p
s
:
/
/
fo
r
m
s
.
gl
e
/
W
A
yxd

C
B
W

L
7
c
D
L
2
B
c
7 
【
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
】 

  

■
問
い
合
わ
せ
先 

一
般
社
団
法
人
福
岡
県
障
が
い
者
ス

ポ
ー
ツ
協
会 

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
９
２-

５
８
２-
５
２
２
３ 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
９
２-

５
８
２-

５
２
２
８ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

h
t
t
p
s
:
/
/
ww
w
.
f
-
ps
a
.
j
p
/ 

  

 

本
県
で
は
、
障
が
い
の
あ
る
方
の
さ

ら
な
る
制
作
意
欲
の
向
上
を
促
進
し
、

県
民
に
対
し
て
、
障
が
い
の
あ
る
方
が

持
っ
て
い
る
多
様
な
能
力
・
才
能
に
触

れ
る
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
に

「
ふ
く
お
か
県
障
が
い
児
者
美
術
展
」

を
開
催
し
ま
す
。
美
術
展
で
展
示
す
る

作
品
を
、
９
月
８
日
（
金
）
ま
で
募
集

し
て
い
ま
す
。 

【
応
募
資
格
】 

 

福
岡
県
在
住
ま
た
は
福
岡
県
に
通

勤
・
通
学
（
所
）
し
て
い
る
障
が
い
児
・

者
の
方
で
す
。 

【
応
募
要
領
】 

・
部
門 

絵
画
、
書
道
、
写
真 

・
テ
ー
マ
は
応
募
者
の
自
由
と
し
ま
す
。 

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

 

ふ
く
お
か
県
民
文
化
祭
福
岡
県
実
行

委
員
会
事
務
局 

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
９
２-

６
４
３-

３
３
８
３ 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
９
２-

６
４
３-

３
３
４
７ 

 

※
応
募
方
法
等
詳
細
に
つ
い
て
は
、
ふ

く
お
か
県
民
文
化
祭
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 
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p
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k
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【
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Ｒ
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ー
ド
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本
県
で
は
、
障
が
い
の
あ
る
方
が
持
っ

て
い
る
多
様
な
能
力
・
才
能
に
触
れ
る
機

会
を
県
民
に
提
供
す
る
と
と
も
に
、
障
が

い
の
あ
る
方
の
収
入
向
上
、
文
化
芸
術
活

動
を
通
じ
た
社
会
参
加
を
推
進
す
る
こ

と
を
目
的
に
、
障
が
い
の
あ
る
方
が
制
作

し
た
作
品
の
レ
プ
リ
カ
を
有
料
で
貸
し

出
し
、
そ
の
料
金
の
一
部
を
制
作
者
へ
還

元
す
る
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
福
岡
県
障
が
い

者
ア
ー
ト
レ
ン
タ
ル
事
業
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 
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おお  

知知  

らら  

せせ  

  

「「
フフ
クク
オオ
カカ
・・
パパ
ララ
スス
タタ
ーー
・・
ププ
ロロ

ジジ
ェェ
クク
トト
（（
ＦＦ  
ＳＳ
ＴＴ
ＡＡ
ＲＲ
））」」
発発
掘掘

ププ
ロロ
ググ
ララ
ムム
測測
定定
会会
（（
１１
次次
選選
考考
））
をを

実実
施施
しし
まま
すす
！！  

福福
岡岡
県県
障障
がが
いい
者者  

アア
ーー
トト
レレ
ンン
タタ
ルル
事事
業業  

２２
００
２２
３３
ふふ
くく
おお
かか
県県  

障障
がが
いい
児児
者者
美美
術術
展展  
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●利 用 時 間 ９：００～１７：００  
●休 館 日 月曜日(祝日の場合は翌日・第４月曜日は除く)  
●貸   出 図書・ビデオ・ＤＶＤ 合計１０点まで 

※貸出の際は、クローバープラザ利用者カードが必要です。 
※遠方の方や外出が困難な方のために配送での貸出返却も行っています（送料実費負担）。 

●貸 出 期 間 ２週間以内 
●問い合わせ先 福祉情報センター 〒816-0804 春日市原町３丁目１番地７ 

クローバープラザ東棟 2階 
        TEL ０９２－５８４－３３３０  FAX ０９２－５８４－３３１９ 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

親親がが亡亡くくななっったた  

「「ぼぼくくはは、、どどここでで暮暮ららししたたららいいいいんんやや」」  

山下 幹雄 著  出版：ぶどう社 
 

  
家族による障害者殺しの最大の背景要因に

は、障害者の暮らしの場が圧倒的に少ない現実

があります。障害者が、自立して安心して地域

で暮らすためには…知的障害のある人を中心

に、200以上の実例から現実を探り、根っこの

問題をあきらかにします。 

社社員員のの２２人人にに１１人人  

わわがが社社のの主主戦戦力力はは障障害害者者  
吉田 昭元 著  出版：幻冬舎 

  

       
 

障害の特性の把握、職務適性の見極め、フォロ

ーアップ体制の確立…障害者１００人を雇用し、

１０年連続で業績アップを実現した企業に学ぶ障

害者雇用の成功ノウハウを解説します。 

身身近近なな人人がが障障害害ををももっったたととききのの  

手手続続ききののすすべべてて  
鈴木 四季 著  出版：自由国民社 

 

   
生活環境を整えるための医療や介護のこと、

仕事や社会交流のこと…。身近な人が障害を持

った時にさまざまな課題に対し、相談機関や活

用できる諸制度の手続きなどを具体的にわかり

やすく解説しています。 

ＬＬＤＤ（（学学習習障障害害））ののああるる子子をを  

理理解解ししてて育育ててるる本本  
竹田 契一 著  出版：大日本印刷 

 

       
 
ＬＤ（学習障害）について、基礎知識・基本的な

かかわり方、ケース別対応、学校・専門機関の活用

法など、イラストと図でやさしく解説。学ぶことに

困っている様子が見られたら、なぜ困っていて、ど

うしたらよいのかを早く知ることが大切です。保護

者・支援者向けです。 

福祉情報センターでは、福祉

に関する図書・ビデオの閲

覧・貸出を行っています。 
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★障がい者福祉制度・施策を満載

１１ 手手帳帳制制度度 ８８ 就就労労
２２ 保保健健・・医医療療・・衛衛生生 ９９ ままちちづづくくりり・・ボボラランンテティィアア
３３ 日日常常生生活活援援助助 １１００ 住住宅宅
４４ 教教育育・・育育成成 １１１１ 移移動動・・交交通通
５５ 療療育育・・訓訓練練 １１２２ 教教養養・・余余暇暇・・ススポポーーツツ
６６ 年年金金・・手手当当 １１３３ 情情報報・・通通信信・・ココミミュュニニケケーーシショョンン
７７ 税税金金

★各種相談窓口、施設名簿、地域活動支援センター等を掲載

★県内における障がい福祉サービスの利用状況等を掲載

 
  
 
 

発発行行 福福岡岡県県社社会会福福祉祉協協議議会会（（福福岡岡県県福福祉祉情情報報セセンンタターー））

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

購購入入をを希希望望のの際際はは、、下下記記窓窓口口ににおお越越ししいいたただだくくかか、、申申込込書書にに必必要要事事項項をを記記入入ののううええ、、ＦＦＡＡＸＸ

ままたたはは郵郵送送ででおお申申込込みみくくだだささいい。。

障障ががいい者者福福祉祉情情報報ハハンンドドブブッックク２２００２２２２ 申申込込書書

申申込込部部数数 部部 ××１１，，３３００００円円 ＋＋ 送送料料 がが 御御請請求求額額ににななりりまますす。。

氏氏名名・・団団体体名名 担担当当者者名名

送送付付先先 〒〒

備備考考

送送 料料：：１１部部ままでで ３３７７００円円（（九九州州内内※※離離島島除除くく））、、２２部部以以上上４４部部ままでで ７７４４８８円円

：：５５部部以以上上及及びび九九州州外外、、離離島島のの送送料料はは、、下下記記へへ問問いい合合わわせせくくだだささいい。。

★県内全市町村の実施する地域生活支援事業・地域生活支援促進事業を網羅

・・ 相相談談支支援援事事業業 ・・ 移移動動支支援援事事業業

・・ 意意思思疎疎通通支支援援事事業業 ・・ 地地域域活活動動支支援援セセンンタターー機機能能強強化化事事業業

・・ 日日常常生生活活用用具具給給付付等等事事業業 ・・ そそのの他他のの事事業業

【【申申しし込込みみ・・問問いい合合わわせせ先先】】

福福岡岡県県社社会会福福祉祉協協議議会会 福福祉祉人人材材セセンンタターー

〒〒 春春日日市市原原町町３３－－１１－－７７ ククロローーババーーププララザザ東東棟棟２２階階

ＴＴＥＥＬＬ ００９９２２－－５５８８４４－－３３３３３３００ ＦＦＡＡＸＸ ００９９２２－－５５８８４４－－３３３３１１９９

令令和和 年年 月月
発発行行

最最新新版版


